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CW , S) をコクセタ一系とし， wの元w ，乙対し ， I(WJ を w の長さとする o q 弘をC上の不定元とし，
Hq(w)=EB wεw C( qlzJ Tw とする o Hq(W)には，次の条件をみたすassociativeC ( q 1IzJ-algebra の構造
が，一意的に入る。
(Ts + 1) (Ts-q ) = 0 C sεS) 
TwTw' ニ Tw~ (/(w)十 I (w) = I (w w' )のとき)
乙のalgebra Hq W)をへッケ環とよぶo Hq(W)から， Md(C(qllzJ) への準同形写像，即ち，へッケ環の
表現 R'乙対し
LCt , R) =.sweWR(Tw) tl(w) 
とおく。乙れを，一般ポアンカレ級数と呼ぶ。
一般ポアンカレ級数は，次の意味で，代数多様体の合同ゼータ函数と似た性質を持つ。
定理 (1) L ( t , R) の行列成分は， t の有理式である。
(2)W が， ワイル群の時は，
^ L(t , R) =tl(Wo)R(Two) L((ー qt r 1 , R)
Wが，アフィンワイル群の時は，
L(t ， R)=(ー 1 )1 S ト 1L ((ー qt) -t，定)
但し， w。は，ワイノレ群Wの最長元。〈は， ゴーノレドマンのインボリューションo
(3) L ( t , R) の行列式の零点、は， (' q-a なる形を持つ。但し， ζ はーの巾恨， a は有理数で O 三五 a
亘 1 となるもの。
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さらに， wが，アフィンワイル群で， R がテンパード表現の時は， LCt ， R) の行列式の極は， (' q-a 
なる形を持つO 但し， ('は O でない複素数， a は有理数で， a 亘%となるものo C 0 ;::玉 a 亘弘となるこ
とが，予想されるが，未解決。)また， Rが，テンパード表現の中でも，特 lこ主系列表現である時には，
a= ちもとなる。
また， wがワイル群で， R がWーグラフを用いて与えられている時は，次の，さらに詳しい結果が得
られる。
定理 L(t ， R) は，次の形の分解をもっ。
L ( t , R) = L] ( t , R) L * ( t , R)L 0 ( t , R) 
ここで，
L10 L* , L。の行列成分は， t の多項式
L] , L。は対角行列
detL]( t , R) の零点、は (' q-] なる形
detL*( t , R) の零点は ('q-a (a EQ , 0 戸弄 1 )なる形





コンスター系 CW， S) には次のようなへッケ環
HqW)=:S wεWCCq 弘 J ew 
が定義される。乙こでZ は直和を表し， q 弘は複素数体C上の不定元， また l(w)でwEWの長さを表す
とき，乗法は
((es+1)(es-ｭ
ew ew' = eww 
C s E S のとき)
C 1 (w)+ 1 Cw') = 1 Cww') のとき)
により定義される。
本論文ではへッケ環 HqWV) の表現R に対して，行列を係数とする t についての形式的ベき級数
L ( t, R) = Z 'H'--H7 R ( ew) t 1 ( w ) wεW ~~ '--w 
を定義し，乙れを一般ポアンカレ級数とよんで，乙の級数が代数多様体の合同ゼータ関数に似た性質を
もつことを示している。すなわち，次のことが成り立つ。
(1) L(t ， R) の行列成分は t の有理関数である。
(2) ある条件のもとで L (t ， R) は関数等式をみたす。
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(3) detL( t , R) の零点は(' q-a で表される。(ただし， ('は 1 のべき根， a は O 三五 a 三五 1 なる有理
数。)
更にWが有限コクスター群で， R がWーグラフを用いてえられる表現のときは
L ( t , R) = L 1 ( t , R) L 0 ( t , R) L o(t , R ) 
と分解され， Ll' Loは対角行列， LO の成分は q Y2と t の多項式， det Lh det LO, det Lo の零点はそ
れぞれ(' q-¥ (' q -a , (の形で表される。(乙乙で C は 1 のべき根， a は 0<a<1 なる有理数。)
また乙れらの乙とを用いてへッケ環のある種の表現がWーグラフを用いては表されない乙とが示され
る。
以上のように本論文はへッケ環の表現に関する独創的な内容を含み，有限または P進シュヴァレ一群
の表現論に寄与すると乙ろ大であって，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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